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な意味での「権利」――ケルゼンは「技術的意味での権利」（ein subjektives Recht im
technischen Sinne des Wortes）と呼ぶ――となると主張する。Hans Kelsen, Reine
Rechtslehre, 2. Auflage, Wien: Franz Deuticke, 1960, S.139–141, 長尾龍一訳『純粋
法学第二版』（岩波書店、2016年）132–134頁参照。
ハートもまた、請求権・義務関係における「請求権」（ハートの言い方では「責務に相関
的な権利」rights correlative to obligation）と、各種の権能（その一つとして裁判に訴え
る権能も含まれる）との結びつきを強調する。ハートの場合、権能の行使が権利者の自由
に任されている点に主張の力点がある。H. L. A. Hart, Essays on Bentham: Studies in
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Nature and Value of Rights” (1979), ibid., pp.156–158.最初の論文の前提作業として
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Philosophy, Englewood Cliffs, New Jersey: Prentice-Hall, 1973, pp.58–59参照。
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① 何かへの claimをする（making claim to something）。
② ～ということを claimする（claiming that . . . ）。
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